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事例発表

生成AIの教育研究への活用

第二部

C a s e  P r e s e n t a t i o n
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学学部部改改組組時時のの新新たたななカカリリキキュュララムム編編成成のの課課題題

✓ 具体的なイメージを共有できず，抽象的な議論に終始

✓ 改組プロセスに長期間を要する

✓ 複数の視点を統合した設計に専門知識が必要となり，難易度が高い

科目編成，DPとの整合性，教員配置および人事計画，学生ニーズなど

✓ 特に，既存教員がいる中でのカリキュラム作成では，カリキュラムが属人化しやすく，良
いカリキュラムを作成しにくい

✓ 工学部課程制では，社会に合わせて，カリキュラムを柔軟に変えていく必要があり，カリ
キュラム編成に関する問題点を解決し，スピーディーに変更を進めたい

芝浦工業大学 工学部 課程編成
（2024年4月〜）

より留学生を増やすべく，IGPを拡大するカ
リキュラム改革に着手している

AIがもたらすカリキュラム設計の効率化

課程教育プログラムのカリキュラム作成支援

芝浦工業大学 苅谷義治

事例発表

生成AIの教育研究への活用

第二部

C a s e  P r e s e n t a t i o n
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ココンンセセププトト設設計計

教育理念の言語化

✓ ここはAIに任せず，学部長の理念を言語化

✓ 学部長としての理念を学部長室で日頃より共有し，ドラフト提示の前に，学部内を同一の意
識レベルに統一

✓ 日頃から自身の考えをメモ書き，整理し，設計段階のAIのプロンプトのベースとする

✓ コンセプトをプロジェクトに登録し，各段階の設計を統一したコンセプトのもとで提案させる

カカリリキキュュララムム設設計計ににおおけけるるAIのの活活用用領領域域

①コンセプト設計

②海外カリキュラム分析

③学習内容・科目構成

④カリキュラムマップ

⑤科目配当表

⑥担当者割当・人事計画

⑦点検方法設計 項目番号順にプロンプトを入力し，その結果を見ながら必要
に応じて，プロジェクト設定で入力したコンセプトプロンプトを
修正，また，結果をファイル登録し，次の項目へ進み，アップ
デートされた条件で提案させる．

Claudeの例

プロンプトを入力と結果参照の繰り返し

AI活活用用のの目目的的：：ドドララフフトト提提示示にによよるる作作業業ププロロセセススのの促促進進

「ドラフト」が改革チームを動かす

✓ 具体的なドラフトがあることで議論が活性化

✓ 「ゼロから作る」より「叩き台を改善する」方が容易

議論の具体化・スピードアップ

✓ 理念を具体的，かつ詳細な形で伝える

✓ 抽象論から具体的な改善提案へ

✓ 意思決定プロセスの加速

改革プロセス全体の効率化
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年次別の科目構成概要を見て，自分のイメージと合うまで，繰り返し指示を与え，コンセ
プトが実現できているかの確認されたら，科目配当表の作成へ

科目構成の概要出力例

年年次次ごごととのの学学修修到到達達目目標標とと科科目目構構成成

体系的な科目配置のドラフト作成

✓ 1年次から4年次までの学習の流れ

✓ 基礎→応用→専門の段階的構成

✓ 科目間の連携と順序性の検討

✓ 前提科目との関係性

✓ 学修効果を最大化する配置

全体像を俯瞰した検討が可能

【【ププロロンンププトト例例】】
44年年間間カカリリキキュュララムムをを提提案案ししててくくだだささいい。。

【【前前提提条条件件】】
・・対対象象：：留留学学生生（（英英語語授授業業）），，アアジジアア園園がが中中心心
・・ 卒卒業業要要件件：：112244単単位位
・・ 学学生生特特徴徴：：基基礎礎数数理理はは日日本本のの高高校校生生ののレレベベルルにになないい
・・ 卒卒業業時時ににはは日日本本語語能能力力ももつつけけるる（（N2））

【【各各年年次次のの目目標標】】
11年年次次：：工工学学基基礎礎、、22年年次次：：専専門門基基礎礎
33年年次次：：専専門門応応用用、、44年年次次：：卒卒業業研研究究・・キキャャリリアア準準備備

【【求求めめるる内内容容】】
各各年年次次ごごととにに以以下下をを提提案案：：
・・年年次次ごごととのの学学修修到到達達目目標標
・・おおおおままかかなな科科目目構構成成（（科科目目名名、、単単位位数数、、必必修修//選選択択））
・・各各学学期期のの推推奨奨履履修修科科目目

海海外外大大学学のの工工学学系系カカリリキキュュララムムのの分分析析

理工系学部の特徴的なカリキュラムを抽出

✓ MIT、Stanford、NUS、NTUなど

✓ 留学生向けプログラムの特徴分析

✓ 短時間で複数大学を分析可能

自学カリキュラム設計への反映

✓ 優れた教育手法の取り入れ

✓ 先進的な科目構成の参考

【【ププロロンンププトト例例】】

国内外の一流大学の理工系学部のカリキュラムを分析し，優れ
た特徴を抽出してください。

【分析対象大学】
MIT，ETH Zurich，Stanford，NUS，NTU

【分析項目】

1. カリキュラム構成（必修・選択比率、科目数）
2. 1-4年次の科目配置の特徴
3. 実験・PBL科目の導入状況
4. 留学生向けの特別な配慮
5. 本学IGPのカリキュラムは参考しない．

【出力形式】
各大学の特徴を表形式でまとめ，「取り入れるべき科目」を提案
してください．

*このスライド以降のプロンプトや出力例はあくまでも例であり，実際のカリキュラムではありません
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学修成果等の点検案

「IR／教育評価指針」の考え方を踏まえ，学修成
果点検の体系（PDCAサイクル） を設計させる．

現有教員の専門分野と担当可能科目から，
負担が均等になる割当案の提案

担当者不在の科目をリストアップし，非常勤，
または，採用計画を立案

科科目目へへのの教教員員割割りり当当てて

新規採用教員提案（人数・分野・担当授業）

科科目目配配当当表表ととカカリリキキュュララムムツツリリーー作作成成

✓ 科目構成の詳細確認

✓ 学修達成目標との対応の可視化

✓ 卒業要件，CAPの確認

✓ カリキュラム全体の体系性確認

✓ 目標達成に必要な科目の網羅性

1・2年次共通科目配当表 / Common Courses for 1st and 2nd Year

【【ププロロンンププトト例例】】
科科目目配配当当表表をを作作成成しし，，ささららにに学学修修到到達達目目標標とと科科目目のの対対応応
をを見見るるカカリリキキュュララムムツツリリーーをを作作成成ししててくくだだささいい．．

【【学学修修到到達達目目標標】】
学学修修到到達達目目標標11::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学学修修到到達達目目標標22::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学学修修到到達達目目標標33::・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【【求求めめるる内内容容】】
11..  各各科科目目のの対対応応度度22..  履履修修順順序序
33..  学学修修達達成成目目標標ととのの対対応応でで不不足足ししてていいるる領領域域のの指指摘摘
44..  カカリリキキュュララムム全全体体ののババラランンスス評評価価
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おおわわりりにに

AIはは一一般般的的なな案案をを提提示示

AIは「たたき台」であり「最終案」ではない．

大学固有の強みや特色は人間が付加し，段階的なアプローチにより，
より良い案ができあがる（AIとの対話の繰り返し）．

AIドドララフフトトのの提提示示ががチチーームム協協働働をを促促進進

「たたき台」により議論が具体化し，合意形成が迅速化

AIとと人人間間のの協協働働にによよるる質質のの高高いいカカリリキキュュララムム設設計計

AIの効率性×人間の創造性
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⽣成AIを産業エンジンに

3

① 医療︓診断精度 90%達成
② 医療︓⼼理⽀援で不安59%軽減
③ ビジネス︓3週間で700回利⽤
④ 観光︓誤情報数 29%削減

地域社会への応⽤の試み
〜試⾏錯誤が⽣んだ産業エンジンモデルへの挑戦〜

n医療・観光・ビジネスを同時に実証

nデータは違っても 共通エンジン が機能する

n共通基盤×多産業＝新しい競争⼒

n⽣成AI活⽤で「地域で選ばれる⼤学」へ。
2

⽣成AIを産業エンジンに
〜教育・研究・社会応⽤の統合アプローチ〜

2025.11.29
福井⼯業⼤学

AI & IoTセンター
⼯学部 電気電⼦情報⼯学科

芥⼦ 育雄

第８回⼯⼤サミット 第⼆部「⽣成 AI の教育研究への活⽤」
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がん患者⽀援ケアボット －システム構成－

6

n 技術構成
l Azure OpenAI GPT-4o/4.1/5-chat + Azure Speech (⾳声認識合成）+ Live2D

（2Dアニメーション）
n 3つの対話モード

l GPT-5-chat（詳細）︓深い悩み相談
l GPT-4o（標準）︓⼀般的な相談
l GPT-4.1（簡潔）︓情報確認

n データソース
l がん体験者の声を活⽤（RAG)
l 福井県済⽣会病院のがん患者向け取り組み他（システムメッセージ)

医療応⽤

5

数万件のアンケートデータを元にした⽣成AI活⽤による
パーソナライズしたおすすめプランと観光地ギャラリー

観光応⽤

画像提供︓https://www.fuku-e.com/photo/index.html

⽣成AIの社会応⽤（学⽣に対する実践の場の提供）

AI & IoT
コンソーシアム

LLM活⽤WG（2023年９⽉発⾜）
⇓

2025年7⽉⽣成AI×コード共創型WG 、IoT×LLM WG、9⽉Ethical AI WG発⾜

医療

Webサービス、
AIチャットボット

Webサービス、
AIチャットボット

専⾨知識と経験
フィードバック

専⾨知識と経験
フィードバック

専⾨知
識と経

験

フィー
ドバッ

ク

専⾨知
識と経

験

フィー
ドバッ

ク

電気電⼦情報⼯学科
芥⼦研究室

ビジネス

医療
観光

GPT-4 with RAG

Electric Medical Record

Reference
Disease
name 
estimation

Diagnostic Support tool

富⼭⼤学附属病院
との共同研究

福井県済⽣会病院
との共同研究 福井県観光DXコンソーシアム

との共同研究

株式会社ホリタ（ホリタ⽂具）
との共同研究
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臨床研究（n=16）から⾒えたこと

n患者さんの本⾳（実例）

l 60歳未満・乳がん「遺伝のことが⼼配...」 →診察では聞けなかったことを相談
l 60代・転移あり「将来が不安...でも医師には何を聞けばいいか分からない」

→ AIと話して考えを整理してから医師に相談
l 60代・膵臓がん再発「あと何年⽣きられる︖」

→ AIは統計情報を回答、カウンセラーがすぐフォロー（要注意ケース）

n 分かったこと
l 60代︓よく使いこなせた
l 70代以上︓⾳声認識に苦労（60%）

l AIは「練習相⼿」として有効︓診察前に考えを整理する、質問を準備する

l でも⼈間の⾒守りは必須 9

医療応⽤

開発経緯と成果
n 3段階の評価
l Phase 1（2024年7⽉）︓医療従事者レビュー≈10）
l Phase 2（2024年9⽉）︓⼀般市⺠体験（n=27）
l Phase 3（2024年12⽉）︓外来患者の臨床研究（n=16）

n 臨床研究での主要成果
l 35%︓医師に聞きにくい内容を相談
l 59%︓不安軽減を実感
l 53%︓医療情報を信頼

n 課題と改善
l 60%が⾳声⼊出⼒に困難 → 2025年3⽉にAzure Speech導⼊、リップシンク改善
l 若い医師像の信頼性不⾜ → 2025年4⽉に⾼齢医師アバターへ変更

8

医療応⽤

⼼理学的アプローチの統合

7

n プロンプト設計への
⼼理学的知⾒の活⽤
l 共感表現の最適化
l 患者⼼理への配慮

n 対話フローの改善
l ⼀⽅的な情報提供から
双⽅向の対話へ

l 医療者へのスムーズな
情報共有の実現

n 臨床研究での効果検証
l 対話ログ分析
l 患者が詳細な悩みを打ち明けるケースの確認

医療応⽤
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【デモ】段階的な分析

nCSVファイルの恐⻯博物館の来館者数列について、以下を段
階的に分析︓
1.来館者数のヒストグラムを描いて分布の特徴を解説
2.来館者数の基本統計量（平均、中央値、標準偏差）を計算
3.なぜ平均と中央値に差があるか説明
4.外れ値の影響を定量的に⽰す
5.わかりやすく解説する⽂章を作成して
6.この分析結果をもとに恐⻯博物館の戦略を⽰して 12

教育応⽤

PBL	AIアシスタント－教育向けデータ分析学習⽀援システム－
n 概要︓
l ⽣成AIを活⽤したデータ分析学習ツール。学⽣や企業研修者が、実データを使いながら
AIとの対話を通じて、データ分析スキルとプロンプトエンジニアリング能⼒を習得

n 開発背景︓
l 「AIが即答してしまうと学⽣が考えなくなる」という教育課題に対し、
「問いを⽴てる⼒」と「結果を検証する⼒」を育成するために開発。

n 特徴︓
1. 正確な数値分析 ︓推測ではなく実際の計算結果を利⽤、制限︓多くの値の同時計算
2. プロンプトの重要性を実感︓曖昧な質問vs具体的な質問の違いを学ぶ
3. 段階的思考︓複雑な問題を分解して考えることを学ぶ

n ⼀⾔で説明すると「⽣成AIを使いこなすための実践的な学習環境」 11

教育応⽤

ケアボット（デモ）

n基本対話 「最近眠れなくて...」への応答

n共感的応答 不安な気持ちへの対応

n危険ワードへの対応、予後の質問への⾔い換え表現

n医師向けダッシュボード

10

医療応⽤

挨
拶
・
講
演

学
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

事
例
発
表



51

教育×研究の相乗効果と展開可能性

【相乗効果】
l 研究成果が即教材に
l 地域の課題が研究課題に
l 実データでの実践教育

【他⼤学への展開】
l オープンソース化検討中（githubでソースを管理）
l ⼯⼤間連携の可能性
l 共同研究の募集

【まとめ】
l ⽣成AIを「使う」教育から 「創る」教育への転換
l 産学連携による 実データ活⽤の倫理と効果

15

⾼校体験授業
n 【実施概要】
l ⽇時︓2025年10⽉3⽇90分
l 対象︓中⾼⼀貫⾼校1年〜3年50数名
l 形式︓体験型授業

n 【授業構成】
l PBL AI Assistant（体験データサイエンス）
l デモ︓3つの研究成果紹介

▶ ケアボット対話デモ、AI⽂具診断（顔認識）、観光レコメンド

n 【反響】
l 25件のコメント（50%参加率）
l 「データ分析を部活をやっていた時に知りたかった」
l 「質問の仕⽅の難しさがわかった」
l 広報記事「驚きの声」

14

医療現場でのデータ分析例 - 外来患者の待ち時間改善
Step 1: 基礎分析
「診療科別の平均待ち時間を計算」
→ 内科45分、整形外科75分、眼科30分
Step 2: 要因分析
「整形外科の待ち時間が⻑い要因を
曜⽇別・時間帯別で分析」
→ ⽉曜午前が特に混雑（平均95分）
Step 3: 改善提案
「待ち時間短縮のための具体的施策をデータに基づいて提案」
→ 予約枠の調整、スタッフ配置の最適化

13

【サンプルデータ構造】
外来患者待ち時間データ（匿名化済み）
• date: 診察⽇
• department: 診療科
• day_of_week: 曜⽇
• arrival_time: 到着時刻
• wait_minutes: 待ち時間（分）
• age_group: 年齢層

教育応⽤
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北海道科学⼤学

学生：4,482人 教員：235人
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⽣成AIの急速な普及と⼤学教育への影響
変⾰期を迎える⾼等教育と社会全体の課題

急速な浸透と利⽤実態
26.7%

47%

80%

⽇本の⽣成AI利⽤率1)

⼤学⽣の⽣成AI利⽤率2)

AI による就業者への影響予測1)

出典:  1) 総務省「令和7年版 情報通信白書」
2 )一般社団法人データサイエンティスト協会(2024.12)

社会全体への影響と課題

教育制度の再構築 労働市場の構造変⾰

デジタル‧AI格差

評価⽅法の⾒直し、学習体験の個別化、教
員の役割変化

必要スキルの再定義、雇⽤構造の変化、教
育-就職の接続再考

学術倫理と剽窃問題
オリジナリティの再定義、評価基準の変更、
研究公正性

リテラシー格差、アクセス格差、経済‧地
域間格差の拡⼤

求められる社会的対応
✓ AI時代のリテラシー教育の体系化と普及
✓ 教育機関‧企業‧政府の連携体制の構築
✓ 倫理的‧法的フレームワークの整備
✓ 格差是正のための政策的アプローチ

× AIが教育を変える
〇 AIを理解する教育者が教育を変える
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大学での学びと生成AI

～北海道科学大学の現状～

2025.11.29
情報科学部 情報科学科 真田博文
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果①）

利利用用状状況況ままととめめ
・生成AIはすでに身近なツールに
・学部・年代で使い方に差
・次の焦点は「どう活かすか」
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〇調査目的：生成 AI（ChatGPT、Gemini、Claude など）活用の実態・課題を把握し、教育・研究・業務支援

施策の検討資料とする。

2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（教員対象）

・所属学部等、大学教員歴、年代
・生成 AI の利用経験
・主に使用しているサービス（複数可）
・利用する主目的（複数可）
・直近 1 か月の平均利用頻度

・[授業関連] 授業で学生に生成 AI 利用を
許可していますか

・[授業関連] ご自身の授業での具体的活用例

を教えてください（複数可）
・[授業関連] 生成 AI が授業の質に与える影響

をどう感じていますか。
・[授業関連] 学生の学習倫理に関する懸念度

はどう感じていますか。

・[授業関連] 授業において提出物を課すとき等、
どのような生成AI対策を実施してい
ますか？

・[効率化] ご自身の研究の効率の変化について教えてください。
・[効率化] ご自身の授業準備等の効率の変化について教えてください。
・[効率化] ご自身の校務等の効率の変化について教えてください。

・[支援] 生成AIの利用に関する主な障壁は何ですか（最大 3つ選択）
・[支援] 大学に望む支援策があればお書きください。

・他に何かあれば自由にお書きください（成功事例・失敗事例・提案など）

169名から回答
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『生成AI を活用した授業支援やデータ解析、画像・映像生成など各大学が取り組んで
いる生成AIの教育・研究への活用事例について』

生成AIの教育/研究での利活用における北海道科学大学の現在位置は？

大方針（2023年度） 学内への方向性提示（2023年度）

（2024年度以降）
・FD・SDや勉強会の開催
・DX推進プロジェクト立ち上げ

第2部プレゼンテーションのメインテーマ
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果④）

学生への生成AI利用許可：
☞約32%が「判断中」で明確な方針なし
☞組織的ガイドラインの必要性

効果と懸念の矛盾：
☞42%が授業の質向上を実感する一方、70%が学習倫理に懸念
☞この両立する現実が許可判断を困難にしている

対策の限界：
☞最多の対策は「提出物から判断」（23%）で事後的・主観的
☞教育設計の本質的見直しは道半ば

活用の偏り：
☞講義資料作成（37%）など効率化中心、個別フィードバック（9%）など教育の質向上は道半ば
☞AIを学生支援に十分には活かせていない

認識と実態のズレ：
☞44%が「活用例なし」だが学生は既に使用している可能性
☞教員と学生の間に情報・認識ギャップが存在する可能性
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果③）

授授業業ででのの現現状状

・・急急激激なな変変化化にに伴伴うう
影影響響ががみみらられれるる
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2025 生成AIに関する利用状況と意識調査（結果②）

利利用用目目的的とと利利用用のの効効果果

・目的では事務効率化、授業準備、研究活動が上位
・研究分野が最も高い効果を実感
・一方で、誤情報、著作権・法的リスク、個人情報保護が懸念点
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生成AIの教育・研究への活用事例 （ソフトウェアの内製化）

デモンストレーション用ソフトウェア学修支援用ソフトウェア 就学データ分析用ソフトウェア
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生成AIの教育・研究への活用事例 （教育・研究②）

研究における生成AIの利用・活用

学生が生成AIでマルウェアをつくってみた
――ほぼコーディングせず脱獄もなし

北海道科学大が検証

伊藤 穂来人, 杉尾 信行. ChatGPTを用いたマルウェア実装. 
情報処理学会. 研究報告コンピュータセキュリティ（CSEC）,2024-CSEC-106, 35, 1 - 8

引用：https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2408/19/news023.html

自律移動ロボットから撮影された動画からの
デジタルメータの検出と表示内容の読み取り

ローカルLLMによる表示内容の把握

総務省 地域デジタル基盤活用推進事業（実証事業）
『高速ネットワークを活用した施設の維持管理ソリューションの実証』
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生成AIの教育・研究への活用事例 （教育・研究①）

生成AIの利用を前提とした授業設計

問問題題設設定定

報報告告書書作作成成

①① 問問題題理理解解・・仮仮説説立立案案フフェェーーズズ ②② デデーータタ分分析析計計画画フフェェーーズズ

③③ 分分析析・・検検証証フフェェーーズズ ④④ 結結果果のの考考察察・・報報告告フフェェーーズズ

・・生成AIは「思考の拡張装置」として、仮説形成・分析設計・考察表現を支援
・・教員は「AIをどう使ったか（使い方の質）」と「それを自分の判断にどう統合したか」を評価
・・評価の中心は「出力の完成度」ではなく、「問い・思考・判断」の質

●評価の視点を明確に学生に伝える
- AIの出力を使うこと自体は評価対象外
- 「AIをどう使い、自分でどう考えたか」を評価する
- 出力をそのまま使うのではなく、「説明できるAI活用」が目標

提出物
① 最終報告スライド（1〜2枚） ②AI活用ログ要約（400～500字） ③自己評価シート

情報工学科 2年生前期 「AI入門」
実課題によるPBL演習（90分×3回）挨
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まとめ 北海道科学⼤学の現在と未来

現状：活⽤の広がりと「壁」

教員の約8割がAIを利⽤し、
研究‧授業‧校務の効率化を実感

7割が学習倫理に懸念、学⽣への
利⽤許可は「判断中」が最多

「個⼈レベル効率化」は進むものの
「教育への本格導⼊」にはためらい

→

挑戦：3つのアプローチ

教育の再設計
⽣成AIの利⽤を前提とした、
新たな授業‧評価モデルの構築

活⽤の⾼度化
学⽣を巻き込みながら教育‧
研究を深化

DX基盤の構築
データ駆動型による教育DXの
可能性を追求

→

展望：「教育の深化」へ

統⼀ルール、
評価法の整備

「個⼈レベルの効率化」から
「⼤学全体の教育価値向上」へ

AIも活⽤しながら、新たな
価値を創造する⼈材育成を
⼤学⼀丸となって⽬指す
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